
１　費用対効果の算定内容

総　便　益 Ｂt Ｃt
総費用総便益比　＝ 総便益　＝ ∑ 総費用　＝ ∑

総　費　用 (１＋割引率）
ｔ

(１＋割引率）
ｔ

※Ｂt：年度別効果額　　Ｃt：年度別事業費　　ｔ：基準年度を0とした経過年数

２　統一的な事項
(1) 投資額、耐用年数期間に発生する年間便益を、現在価値化（社会的割引率0.04）して用いる。
(2) 平成21年度を基準年度とする。
(3) 事業完了後40年間とする。

３ 総便益（Ｂ）の算定
（単位：千円）

４ 総費用（Ｃ）の算定
（単位：千円）

５　総費用総便益比

Ｂ（総便益）／Ｃ（総費用）＝ 千円　／ 千円　＝170,273 131,755 1.29

評価期間内の施設の再整備に要する費用 9,654 供用開始後40年間

合計

評価期間終了時点の資産価額

廃止又は改修施設の残存価格を損失とし
て計上

項　目 単純合計
基準年における
現在価値（Ｃ）

主な内容

132,782 整備期間　水質保全対策事業：H22～H30施設整備に要する費用 56,839

合　　計

56,839 131,755

廃用損失効果

10,681

施設の維持管理費の増加による効果

9,963 170,273

21 361

作物生産効果 3,959 67,662

土地改良施設の新設又は更新の整備を実施
することにより、施設機能を維持しつつ、周辺
の景観や親水性、環境殿と調和に配慮がなさ
れる効果

6,004 102,611
生産費や輸送費、維持管理費等の節減効
果

5,983 102,250
土壌中性化のための消石灰や農薬散布
労力等、営農経費の節減効果

単収の増加や転作作物の作付け増加に
よる農産物の量的増加効果

項　目 年間便益額
基準年における
現在価値（Ｂ）

主な内容

農業生産向上効果 3,959 67,662 農産物の量的増加と質的向上の効果

評 価 期 間

事　業　名 水質保全対策事業 箇所名等

費用及び便益の現在価値
評 価 基 準 年

堤
ツツミ

　川
ガワ

　１　期
キ

　費用対効果分析については、『新たな土地改良の効果算定マニュアル』（Ｈ２０年３月追補農林水産省農村振興局）に基づき
行った。

（別紙）

費用対効果分析説明資料
（当初計画時）

整理番号 H27 － 1

維持管理費節減効果

営農経費節減効果

　　農業経営向上効果　

多面的機能の発揮に関する効
果

景観・環境保全
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１　費用対効果の算定内容

総　便　益 Ｂt Ｃt
総費用総便益比　＝ 総便益　＝ ∑ 総費用　＝ ∑

総　費　用 (１＋割引率）
ｔ

(１＋割引率）
ｔ

※Ｂt：年度別効果額　　Ｃt：年度別事業費　　ｔ：基準年度を0とした経過年数

２　統一的な事項
(1) 投資額、耐用年数期間に発生する年間便益を、現在価値化（社会的割引率0.04）して用いる。
(2) 平成27年度を基準年度とする。
(3) 事業完了後40年間とする。

３ 総便益（Ｂ）の算定
（単位：千円）

４ 総費用（Ｃ）の算定
（単位：千円）

５　総費用総便益比

Ｂ（総便益）／Ｃ（総費用）＝ 千円　／ 千円　＝159,465 909,510 0.18

評価期間内の施設の再整備に要する費用 383,979 供用開始後40年間

合計

評価期間終了時点の資産価額

廃止又は改修施設の残存価格を損失とし
て計上

項　目 単純合計
基準年における
現在価値（Ｃ）

主な内容

662,578 整備期間　水質保全対策事業：H22～H30施設整備に要する費用 686,815

合　　計

1,047

686,815 909,510

廃用損失効果

20,129

137,047

水質浄化による公共用水域の水質が改
善される効果

施設の維持管理費の増加による効果

8,295 159,465

1,047 20,129

△ 2,717 △ 52,231

作物生産効果 3,986 76,625

土地改良施設の新設又は更新の整備を実施
することにより、施設機能を維持しつつ、周辺
の景観や親水性、環境殿と調和に配慮がなさ
れる効果

3,262 62,711
生産費や輸送費、維持管理費等の節減効
果

5,979 114,942
土壌中性化のための消石灰や農薬散布
労力等、営農経費の節減効果

単収の増加や転作作物の作付け増加に
よる農産物の量的増加効果

項　目 年間便益額
基準年における
現在価値（Ｂ）

主な内容

農業生産向上効果 3,986 76,625 農産物の量的増加と質的向上の効果

評 価 期 間

事　業　名 水質保全対策事業 箇所名等

費用及び便益の現在価値
評 価 基 準 年

堤
ツツミ

　川
ガワ

　１　期
キ

　費用対効果分析については、『新たな土地改良の効果算定マニュアル』（Ｈ２０年３月追補農林水産省農村振興局）に基づき
行った。

（別紙）

費用対効果分析説明資料
（再評価時）

整理番号 H27 － １

維持管理費節減効果

営農経費節減効果

　　農業経営向上効果　

多面的機能の発揮に関する効
果

景観・環境保全
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480,000 円/年

２．維持管理費

(概算)事業費 168,000 千円 898,000 千円

予 定 工 期 H22 ～ H25 （4ヶ年） H22 ～ H30 （9ヶ年）

計画策定時（H22） 計画変更後（予定）

※1　計画策定時の電気料金は、ホタテ貝殻のブロー及び攪拌に要するもの。

円/年 受益面積

（　　882円/年/10a） （　9,830円/年/10a） A=30.6ha

計

（住民年当り負担）

（住民10a当り負担）

690,000 円/年 3,428,000 円/年

④+⑤+⑥
+⑦ 270,000 円/年

20,000 円/年 住民負担 20,000 円/年

住民負担 50,000 円/年 住民負担 0

①

②

③

④

草 刈 り 費

270,000 円/年

備　　考計画策定時（H22） 計画変更後（予定）項　　目

市負担 270,000 円/年 市負担

円/年

※2　メンテナンス費用は、ロータリーキルン本体の（撤去～運搬～整備～運搬～据付）×10基を想定。

150,000

－　

備　　　考

水質保全施設 ロータリーキルンが

⑤

⑥

⑦

ホタテ貝殻運搬費

定 期 点 検 費

（メンテナンス費用）

電 力 料 金

ホタテ貝殻投入費

ホタテ貝殻攪拌等

円/年 住民負担 900,000 円/年

市負担 150,000

の 処 理 構 造 １０基必要
無動力での噴上水路型

動力（モーター）を利用し
たロータリーキルン方式

住民負担 170,000 円/年 住民負担

住民負担 30,000 円/年 住民負担 1,608,000

③+④+⑤+
⑥+⑦ 3,008,000

円/年

住民負担

円/年 市負担

　 －

円/年

　　　　　　　　　　　　　　　　堤川１期地区事業費及び維持管理費

１．事業費
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築
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ど
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き
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よ
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地
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切
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散
水
な
ど
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よ
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土
ぼ
こ
り
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め
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。

土
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搬
出
入
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抑
制
に
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め
る
。

表
土
や
植
物
を
他
地
域
へ
搬
出
す
る
場
合
は
、
搬
入
地
で
の
生
態
系
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
す
る
。

搬
入
す
る
土
砂
な
ど
に
含
ま
れ
る
土
壌
汚
染
物
質
の
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す
る
な
ど
、
改
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地
域
及
び
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辺
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域
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下
水
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土
壌
へ
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影
響
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防
止
に
努
め
る
。

地
形
改
変
等
に
伴
っ
て
発
生
す
る
抜
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な
ど
は
適
正
に
処
理
す
る
。

✔

✔✔

✔✔ ✔✔

✔

4



稲
荷
沢
堰

水
質

保
全

区
域

30
.6
ha

県
営

堤
川

１
期

地
区

水
質

保
全

対
策

事
業

位
置

図

青
森

市

5



集
水
路

（
反
応
槽
）

ホ
タ
テ
貝
殻

既
設
水
路

返
送
水
路

流
入
桝

　
　
ｸ
ﾞﾚ
ｰ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ用

梁

（
既
設
水
路
へ
接
続
）

ホ
タ
テ
貝
殻

既
設
水
路

返
送
水
路

流
入
桝

サ
イ
ホ
ン
部

（
既
設
水
路
へ
接
続
）

処
理
水
槽

堤
川
１
期
地
区
水
質
保
全
施
設
計
画
一
般
図

（
当
初
）

無
動

力
方

式

pH
約

3
.7
の

酸
性

水
を
、
ホ
タ
テ
貝

殻
を
中

和
材
と
す
る
反
応
槽
に
通
過
さ
せ
て
、
水

質
（
pH

）
の

改
善

を
図

る
。

酸
性
水

酸
性
水

ホ
タ
テ
貝
殻

（
反
応
槽
）

平
面
図
（
上
か
ら
見
た
図
）

断
面
図
（
横
か
ら
見
た
図
）

6



平
面
図
（
上
か
ら
見
た
図
）

断
面
図
（
横
か
ら
見
た
図
）

酸
性
水

酸
性
水

酸
性
水

ホ
タ
テ
貝

殻

ホ
タ
テ
貝
殻

ホ
タ
テ
貝

殻

モ
ー
タ
ー

モ
ー
タ
ー

槽
が
回
転
す
る

堤
川

１
期

地
区

水
質

保
全

施
設

計
画
一

般
図

（
変

更
）

動
力
方
式

pH
約
3.
7の

酸
性
水
を
、
ホ
タ
テ
貝
殻
を
中
和
材
と

す
る
反

応
槽

（
モ
ー
タ
ー
に
よ
り
回

転
さ
せ

る
）
を
通

過
さ
せ

て
、
水

質
（
ｐ
H
)の

改
善

を
図

る
。

7



１
／

２
堤

川
１
期

地
区

水
質

保
全

対
策

事
業

①
受

益
地

上
流

側
の

状
況

②
地

区
内

水
路

の
劣

化
状

況
（
骨

材
が

露
出

）

④
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／
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⑧
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